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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第22期

第１四半期
連結累計期間

第23期
第１四半期
連結累計期間

第22期

会計期間
自 2016年４月１日
至 2016年６月30日

自 2017年４月１日
至 2017年６月30日

自 2016年４月１日
至 2017年３月31日

売上収益 (千円) 6,846,773 7,793,903 29,920,333

税引前四半期(当期)利益 (千円) 1,205,719 208,375 4,087,178

親会社の所有者に帰属する
四半期(当期)利益

(千円) 734,049 22,030 2,765,539

親会社の所有者に帰属する
四半期(当期)包括利益

(千円) △407,064 735,287 2,090,076

親会社の所有者に帰属する持分 (千円) 15,980,861 18,346,892 18,471,178

資産合計 (千円) 23,892,415 25,469,582 27,110,164

親会社の所有者に帰属する
基本的１株当たり四半期(当期)
利益

(円) 6.18 0.19 23.30

親会社の所有者に帰属する
希薄化後１株当たり四半期
(当期)利益

(円) 6.18 0.19 23.30

親会社所有者帰属持分比率 (％) 66.9 72.0 68.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,114,529 832,381 3,163,933

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △302,117 △868,480 △2,134,962

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △552,059 △1,098,770 △1,517,883

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 6,743,309 5,013,280 6,046,944
 

(注) １．上記指標は、国際会計基準（以下「IFRS」）により作成した要約四半期連結財務諸表及び連結財務諸表に基

づいております。

２．当社は要約四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

３．売上収益には、消費税等は含まれておりません。

４．親会社の所有者に帰属する希薄化後１株当たり四半期（当期）利益については、潜在株式が存在しないため

基本的１株当たり四半期（当期）利益と同額であります。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

　また、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４経理の状

況　要約四半期連結財務諸表注記　５．セグメント情報」をご参照ください。

 なお、主要な関係会社については異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当第１四半期連結累計期間（以下、当第１四半期）の末日現在において当社グ

ループ(当社及び当社の関係会社)が判断したものです。

 

(1)経営成績の分析

当社グループは「常に革進することで、より多くの人々が心からの「安心」と「喜び」を得られる社会の仕組み

を創る」を経営理念とし、不動産情報を中心に、暮らしに関わる様々な情報を国内外で提供しております。

中期経営戦略の柱として「世界一のライフデータベース＆ソリューション・カンパニーへ。」をスローガンに掲

げ、世の中に溢れている大量の情報を整理・蓄積・統合し、様々なデバイスやチャネルを通じて一人ひとりにぴった

りの情報を提供し、未来への一歩を支えるサービスづくりに取組んでいます。

特に日本国内では、ユーザーと不動産事業者双方に寄り添うサービスを提供するだけでなく、不動産市場全体の活

性化や拡大にも取組み、「LIFULL HOME'Sがなくてはならない世界」を目指しています。

この戦略に基づき、「HOME'S関連事業におけるブランド力の強化、メディア力の強化、及び業務支援サービスの開

発と拡販」、「海外事業における営業力の強化、及び新規参入国の検討」、「不動産領域以外の新規領域事業の収益

化と新規事業開発」に重点的に取組んでおります。

その結果、当第１四半期における連結業績は、売上収益7,793,903千円（前年同四半期連結累計期間比＋13.8％）、

営業利益205,357千円（同△82.5％）、税引前四半期利益208,375千円（同△82.7％）、親会社の所有者に帰属する四

半期利益22,030千円（同△97.0％）となりました。

当社グループは、海外子会社の影響度が高まったこと、海外同業他社との収益の比較及びキャッシュ創出力を図る

指標としてEBITDA（償却前営業利益）を重要な経営指標としております。当第１四半期のEBITDAは458,918千円（同△

67.1％）となりました。

また、当第１四半期におけるセグメント毎の売上収益及びセグメント利益（損失△）は、以下のとおりです。

なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分方法を変更しているため、前第１四半期連結累計期

間の比較・分析は変更後の区分方法に基づいております。

   （単位：千円）

セグメントの名称
売上収益 セグメント利益（損失△）

金額 前年同期比（％） 金額 前年同期比（％）

(1) HOME'S関連事業 6,472,660 15.2 264,871 △74.8

(2) 海外 859,739 4.3 65,027 61.6

(3) その他 471,758 16.1 △74,106 (注２)　
 

(注１) セグメント間取引については、相殺消去しておりません。

(注２) 前年同期のセグメント利益は61,826千円であります。
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以下の項目等、より詳しい決算内容に関しては、当社IRサイトより、2017年８月９日発表の「2017年９月期　第

１四半期決算説明資料」をご覧ください。

参考URL：http://lifull.com/ir/ir-data/

 

＜決算説明資料の主な項目＞

・営業損益の推移　　　　　　・・・　主な費用の増減要因と売上収益に占める比率の推移等

・サービス別売上収益の推移　・・・　セグメント単位より更に詳細な単位による売上収益の推移と増減要因

・業績予想の進捗状況　　　　・・・　サービス別売上収益、主な費目毎の業績予想に対する進捗状況

・トピックス　　　　　　　　・・・　セグメント毎の主な取組状況

・四半期毎のデータ　　　　　・・・　損益計算書（簡易版）、サービス別売上収益、セグメント別損益

・外部統計データ集　　　 　 ・・・　マンション発売戸数、マンション価格、新設住宅着工戸数、日本全国移動

者数、人口・世帯数

 
(2)財政状態の分析

 (流動資産)

流動資産の残高は9,465,939千円となり、前連結会計年度末（以下、前期末）に比べ2,593,939千円減少してお

ります。主な要因は、現金及び現金同等物の減少1,033,664千円、売掛金及びその他の短期債権の減少796,015千

円、その他の短期金融資産の減少440,478千円、その他の流動資産の減少323,781千円によるものであります。

 (非流動資産)

非流動資産の残高は16,003,642千円となり、前期末に比べ953,357千円増加しております。主な要因は、のれん

の増加659,510千円、無形資産の減少106,640千円、持分法で会計処理されている投資の増加244,596千円等による

ものであります。

 
以上の結果、当第１四半期末の資産合計は25,469,582千円となり、前期末に比べ1,640,582千円減少しておりま

す。

 

 (流動負債)

流動負債の残高は5,670,709千円となり、前期末に比べ1,418,111千円減少しております。主な要因は、買掛金

及びその他の短期債務の減少1,157,669千円、未払法人所得税の減少583,016千円及び、その他の流動負債の増加

572,704千円等によるものであります。

 (非流動負債)

非流動負債の残高は1,346,960千円となり、前期末に比べ141,586千円増加しております。主な要因は、引当金

の増加48,618千円、繰延税金負債の増加94,237千円等によるものであります。

 
以上の結果、当第１四半期末の負債合計は7,017,670千円となり、前期末に比べ1,276,525千円減少しておりま

す。

 

 (資本)

当第１四半期末における資本の残高は18,451,912千円となり、前期末に比べ364,056千円減少しております。主

な要因は、親会社の所有者に帰属する四半期利益による利益剰余金の増加22,030千円、配当金の支払による利益

剰余金の減少671,929千円、資本剰余金の減少187,594千円、その他の資本の構成要素の増加713,256千円、非支配

持分の減少239,770千円等であります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

区分

前第１四半期
連結累計期間

(自　2016年４月１日
至　2016年６月30日)

当第１四半期
連結累計期間

(自　2017年４月１日
 至　2017年６月30日)

増減

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） 1,114,529 832,381 △282,148

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） △302,117 △868,480 △566,362

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） △552,059 △1,098,770 △546,710

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）（千円） 118,041 △1,033,664 △1,151,705
 

　

当第１四半期における現金及び現金同等物(以下、資金)は、5,013,280千円となりました。

 

 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果、増加した資金は832,381千円となり、前年同期の増加した資金1,114,529千円と比べ、282,148

千円の減少となりました。主な要因は、税引前四半期利益が208,375千円と前年同期に比べ997,344千円減少した

ことや、売掛金及びその他の短期債権の増減額が828,048千円と前年同期に比べ321,743千円増加したこと、法人

所得税の支払額が618,051千円と前年同期に比べ324,668千円減少したこと等であります。

　

 (投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果、減少した資金は868,480千円となり、前年同期の減少した資金302,117千円と比べ、566,362千

円の減少となりました。主な要因は、本社移転等により、有形固定資産の取得による支出が891,752千円と前年同

期に比べ860,334千円増加したこと、敷金及び保証金の返還による収入が439,908千円と前年同期に比べ439,908千

円増加したこと、及び、当第１四半期はRAKUTEN LIFULL STAY PTE.LTD.へ出資したことに伴い、関連会社株式の

取得による支出が239,124千円発生したこと等であります。

　

 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果、減少した資金は1,098,770千円となり、前年同期の減少した資金552,059千円と比べ、546,710

千円の減少となりました。主な要因は、配当金の支払額が671,929千円と前年同期に比べ136,509千円増加したこ

と、当第１四半期は㈱LIFULL Marketing Partnersを完全子会社化したことにより、非支配持分からの子会社持分

取得による支出が390,000千円発生したこと等であります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(5)研究開発活動

当第１四半期の研究開発費の総額は12,521千円であります。

 

(6)従業員数

当第１四半期において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 350,452,800

計 350,452,800
 

 

② 【発行済株式】

　

種類
第1四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2017年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2017年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 118,789,100 118,789,100
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数
100株

計 118,789,100 118,789,100 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2017年６月30日 ― 118,789,100 ― 3,999,578 ― 4,265,251
 

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2017年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。　
 

① 【発行済株式】

   2017年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

73,600
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

118,709,500
1,187,095 単元株式数は100株であります。

単元未満株式
普通株式

6,000
― ―

発行済株式総数 118,789,100 ― ―

総株主の議決権 ― 1,187,095 ―
 

(注) 単元未満株式の欄には、当社所有の自己株式69株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2017年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社LIFULL

東京都千代田区麹町一丁目４番地４ 73,600 ― 73,600 0.06

計 ― 73,600 ― 73,600 0.06
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　要約四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の要約四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)第93条の規定により、国際会計基準第34号「期中財務報告」

(以下、IAS第34号という。)に準拠して作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2017年４月１日から2017年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2017年４月１日から2017年６月30日まで)に係る要約四半期連結財務諸表

について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第22期連結会計年度　有限責任監査法人トーマツ

第23期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　ＰｗＣあらた有限責任監査法人
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１ 【要約四半期連結財務諸表等】

(1) 【要約四半期連結財務諸表】

① 【要約四半期連結財政状態計算書】

(単位：千円)

 注記
前連結会計年度
(2017年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2017年６月30日)

資産    

流動資産    

現金及び現金同等物  6,046,944 5,013,280

売掛金及びその他の短期債権  4,712,713 3,916,698

その他の短期金融資産  492,332 51,854

その他の流動資産  807,887 484,106

流動資産合計  12,059,879 9,465,939

    

非流動資産    

有形固定資産  1,796,399 1,887,159

のれん  8,860,811 9,520,322

無形資産  2,621,540 2,514,899

持分法で会計処理されている投資  48,726 293,322

その他の長期金融資産 7 1,123,090 1,157,411

繰延税金資産  594,633 625,912

その他の非流動資産  5,083 4,614

非流動資産合計  15,050,284 16,003,642

資産合計  27,110,164 25,469,582
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(単位：千円)

 注記
前連結会計年度
(2017年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2017年６月30日)

負債及び資本    

負債    

流動負債    

買掛金及びその他の短期債務  3,441,348 2,283,679

借入金 7 969,465 968,952

未払法人所得税  661,398 78,381

引当金  249,617 －

その他の流動負債  1,766,991 2,339,695

流動負債合計  7,088,821 5,670,709

    

非流動負債    

借入金 7 484,757 484,501

引当金  469,968 518,587

その他の長期金融負債 7 45,080 44,067

繰延税金負債  205,566 299,804

非流動負債合計  1,205,374 1,346,960

負債合計  8,294,195 7,017,670

    

資本    

親会社の所有者に帰属する持分    

資本金  3,999,578 3,999,578

資本剰余金  4,523,690 4,336,096

利益剰余金  11,815,482 11,165,584

自己株式  △8,644 △8,694

その他の資本の構成要素  △1,858,928 △1,145,672

親会社の所有者に帰属する持分合計  18,471,178 18,346,892

非支配持分  344,789 105,019

資本合計  18,815,968 18,451,912

負債及び資本合計  27,110,164 25,469,582
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② 【要約四半期連結損益計算書】

(単位：千円)

 注記
前第１四半期連結累計期間
(自　2016年４月１日
至　2016年６月30日)

 
当第１四半期連結累計期間

(自　2017年４月１日
 至　2017年６月30日)

売上収益 5 6,846,773  7,793,903

売上原価  670,839  915,861

売上総利益  6,175,933  6,878,041

販売費及び一般管理費 8 4,998,125  6,600,032

その他の収益  6,509  36,113

その他の費用  13,087  108,765

営業利益  1,171,229  205,357

金融収益  30,990  736

金融費用  39  2,965

持分法投資利益  3,538  5,246

税引前四半期利益  1,205,719  208,375

法人所得税費用 9 462,637  185,845

四半期利益  743,082  22,529

     

以下に帰属する四半期利益     

四半期利益：親会社の所有者に帰属  734,049  22,030

四半期利益：非支配持分に帰属  9,032  498

合計  743,082  22,529

     

    (単位：円)

親会社の所有者に帰属する１株当たり
四半期利益

    

基本的１株当たり四半期利益 11 6.18  0.19

希薄化後１株当たり四半期利益 11 6.18  0.19
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③ 【要約四半期連結包括利益計算書】

(単位：千円)

 注記
前第１四半期連結累計期間
(自　2016年４月１日
 至　2016年６月30日)

 
当第１四半期連結累計期間

(自　2017年４月１日
 至　2017年６月30日)

四半期利益  743,082  22,529

その他の包括利益     
純損益に振り替えられる可能性のある
その他の包括利益の内訳項目：

    

売却可能金融資産  △6,445  △129

為替換算差額  △1,139,160  710,719

キャッシュ・フロー・ヘッジ  1,784  1,404

その他の包括利益(税引後)  △1,143,822  711,995

四半期包括利益合計  △400,739  734,524

     

以下に帰属する四半期包括利益     

四半期包括利益：親会社の所有者に帰属  △407,064  735,287

四半期包括利益：非支配持分に帰属  6,325  △762

合計  △400,739  734,524
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④ 【要約四半期連結持分変動計算書】

前第１四半期連結累計期間(自　2016年４月１日　至　2016年６月30日)

(単位：千円)

 注記 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

その他の

資本の

構成要素

親会社の
所有者に
帰属する
持分合計

非支配持分 資本合計

2016年４月１日残高  3,999,578 4,530,520 9,584,163 △8,619 △1,183,496 16,922,145 219,980 17,142,126

四半期利益  － － 734,049 － － 734,049 9,032 743,082

その他の包括利益  － － － － △1,141,114 △1,141,114 △2,707 △1,143,822

四半期包括利益合計  － － 734,049 － △1,141,114 △407,064 6,325 △400,739

剰余金の配当 6 － － △534,219 － － △534,219 △16,640 △550,859

所有者との取引額等合計  － － △534,219 － － △534,219 △16,640 △550,859

2016年６月30日残高  3,999,578 4,530,520 9,783,993 △8,619 △2,324,611 15,980,861 209,666 16,190,527
 

 

当第１四半期連結累計期間(自　2017年４月１日　至　2017年６月30日)

(単位：千円)

 注記 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

その他の

資本の

構成要素

親会社の
所有者に
帰属する
持分合計

非支配持分 資本合計

2017年４月１日残高  3,999,578 4,523,690 11,815,482 △8,644 △1,858,928 18,471,178 344,789 18,815,968

四半期利益  － － 22,030 － － 22,030 498 22,529

その他の包括利益  － － － － 713,256 713,256 △1,261 711,995

四半期包括利益合計  － － 22,030 － 713,256 735,287 △762 734,524

剰余金の配当 6 － － △671,929 － － △671,929 △37,506 △709,435

自己株式の取得  － － － △49 － △49 － △49

非支配持分株主との資
本取引

 － △187,594 － － － △187,594 △201,690 △389,285

企業結合による増加  － － － － － － 189 189

所有者との取引額等合計  － △187,594 △671,929 △49 － △859,573 △239,007 △1,098,581

2017年６月30日残高  3,999,578 4,336,096 11,165,584 △8,694 △1,145,672 18,346,892 105,019 18,451,912
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⑤ 【要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)

 注記
前第１四半期連結累計期間

(自　2016年４月１日
 至　2016年６月30日)

 
当第１四半期連結累計期間

(自　2017年４月１日
 至　2017年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー     

税引前四半期利益  1,205,719  208,375

減価償却費及び償却費  221,997  256,901

金融収益  △30,990  △736

金融費用  39  2,965

売掛金及びその他の短期債権の増減額
(△は増加)

 506,305  828,048

買掛金及びその他の短期債務の増減額
(△は減少)

 △256,105  △401,568

その他  409,324  555,870

小計  2,056,289  1,449,855

利息及び配当金の受取額  1,024  690

利息の支払額  △64  △113

法人所得税の支払額  △942,719  △618,051

営業活動によるキャッシュ・フロー  1,114,529  832,381

     

投資活動によるキャッシュ・フロー     

売却可能金融資産の取得による支出  △199,999  △30,000

有形固定資産の取得による支出 10 △31,417  △891,752

有形固定資産の売却による収入  867  241

無形資産の取得による支出  △66,208  △59,038

無形資産の売却による収入  －  7,303

敷金及び保証金の返還による収入 10 －  439,908

子会社の取得による支出  －  △88,655

関連会社株式の取得による支出 10 －  △239,124

その他  △5,359  △7,363

投資活動によるキャッシュ・フロー  △302,117  △868,480

     

財務活動によるキャッシュ・フロー     

配当金の支払額  △535,419  △671,929

非支配持分からの子会社持分取得による
支出

10 －  △390,000

非支配持分への配当金の支払額  △16,640  △37,506

非支配持分からの払込による収入  －  714

自己株式の取得による支出  －  △49

財務活動によるキャッシュ・フロー  △552,059  △1,098,770

     

現金及び現金同等物の為替変動による影響  △142,310  101,205

現金及び現金同等物の増減額(△は減少)  118,041  △1,033,664

現金及び現金同等物の期首残高  6,625,268  6,046,944

現金及び現金同等物の四半期末残高  6,743,309  5,013,280
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【要約四半期連結財務諸表注記】

１. 報告企業

株式会社LIFULL(以下「当社」という。)は、日本に所在する株式会社であります。株式会社LIFULLの登記されてい

る本店の住所は、東京都千代田区麹町一丁目４番地４であります。当社及び子会社(以下「当社グループ」という。)

の主な事業内容は「５.セグメント情報」に記載しております。

 
２. 作成の基礎

(1) 要約四半期連結財務諸表がIFRSに準拠している旨の記載

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、四半期連結財務諸表規則第１条の２に掲げる「指定国際会計基準特

定会社」の要件を満たすことから、同第93条の規定により、IAS第34号に準拠して作成しております。なお、要約四

半期連結財務諸表は、年度の連結財務諸表で要求されている全ての情報を含んでいないため、前連結会計年度の連

結財務諸表と併せて使用されるべきものであります。

 
(2) 測定の基礎

要約四半期連結財務諸表は公正価値で測定する金融商品等を除き、取得原価を基礎として作成しております。

 
(3) 機能通貨及び表示通貨

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、当社の機能通貨である日本円を表示通貨としており、千円未満を切

捨てて表示しております。

 
３. 重要な会計方針

当社グループが本要約四半期連結財務諸表において適用する会計方針は、2017年３月31日に終了する連結会計年度

に係る連結財務諸表において適用した会計方針と同様であります。

 
４. 重要な会計上の見積り及び判断

要約四半期連結財務諸表の作成において、経営者は、会計方針の適用並びに資産、負債、収益及び費用の報告額に

影響を及ぼす判断、見積り及び仮定の設定を行っております。会計上の見積りの結果は、実際の結果とは異なる場合

があります。

見積り及びその基礎となる仮定は継続して見直されます。会計上の見積りの見直しによる影響は、その見積りを見

直した連結会計期間と将来の連結会計期間において認識されます。要約四半期連結財務諸表における重要な会計上の

見積り及び見積りを伴う判断は、2017年３月31日に終了する連結会計年度に係る連結財務諸表と同様であります。
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５. セグメント情報

(1) 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社及び子会社は、主に提供するサービス内容や業績管理の構成単位を基礎として、事業セグメントを「HOME'S

関連事業」、「海外」の２報告セグメントに区分しております。

 
各報告セグメントに属するサービスの種類は以下のとおりであります。

 
報告セグメント サービスの種類

HOME'S関連事業

不動産・住宅情報サイト「LIFULL HOME'S」の運営、当該サービスの派生事業（広告代
理事業、システム開発・WEB製作事業等）、不動産会社向け業務支援CRMサービス「レ
ンターズネット」、不動産デベロッパー向け業務支援DMPサービス、不動産事業者向け
インターネット・マーケティング等

海外 アグリゲーションサイト「Trovit」、海外における不動産・住宅情報サイトの運営等

 

 
なお、当第１四半期連結会計期間より、従来の「国内不動産情報サービス」「国内不動産事業者向け」「海外」

の３報告セグメントから、中期経営計画の策定に合わせ、事業間のシナジーをより加速し、効率的な事業運営を目

的とした管理体制の見直しを行い、上記のとおり「HOME'S関連事業」「海外」の２報告セグメントに変更しており

ます。前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載して

おります。
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(2) 報告セグメントごとの売上収益、利益又は損失、及びその他の項目

報告セグメントの会計方針は、当社グループの会計方針と同じであります。

報告セグメント間の売上収益は市場実勢価格に基づいております。

当社グループの報告セグメントごとの売上収益、利益又は損失、及びその他の項目は以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間(自　2016年４月１日　至　2016年６月30日)

(単位：千円)

 報告セグメント その他
（注２）

合計
 HOME'S関連事業 海外

売上収益     

外部顧客からの売上収益 5,616,633 823,968 406,171 6,846,773

セグメント間の売上収益 － － － －

計 5,616,633 823,968 406,171 6,846,773

セグメント利益(注１) 1,051,224 40,227 61,826 1,153,278

その他の収益及び費用(純額)     

営業利益     

金融収益及び費用(純額)     

持分法投資損益(△損失)     

税引前四半期利益     

その他の項目     

減価償却費及び償却費 151,307 63,227 7,461 221,997
 

 

(単位：千円)

 
調整額
(注３)

連結

売上収益   

外部顧客からの売上収益 － 6,846,773

セグメント間の売上収益 － －

計 － 6,846,773

セグメント利益(注１) 24,529 1,177,807

その他の収益及び費用(純額)  △6,578

営業利益  1,171,229

金融収益及び費用(純額)  30,951

持分法投資損益(△損失)  3,538

税引前四半期利益  1,205,719

その他の項目   

減価償却費及び償却費 － 221,997
 

(注) １　セグメント利益は、売上収益から売上原価及び販売費及び一般管理費を控除しております。

２　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、老人ホーム・介護施設の検索サ

イト「LIFULL介護」、保険ショップ検索・予約サイト「LIFULL保険相談」、引越し一括見積り・Web予約サ

イト「LIFULL引越し」、損害保険代理店事業、家具・インテリアECサイト「LIFULLインテリア」及びその他

の新規事業等が含まれております。

３　セグメント利益の調整額には、セグメント間取引の消去が含まれております。
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当第１四半期連結累計期間(自　2017年４月１日　至　2017年６月30日)

(単位：千円)

 報告セグメント その他
(注２)

合計
 HOME'S関連事業 海外

売上収益     

外部顧客からの売上収益 6,472,350 859,739 461,813 7,793,903

セグメント間の売上収益 309 － 9,945 10,254

計 6,472,660 859,739 471,758 7,804,158

セグメント利益(△損失)(注１) 264,871 65,027 △74,106 255,792

その他の収益及び費用(純額)     

営業利益     

金融収益及び費用(純額)     

持分法投資損益(△損失)     

税引前四半期利益     

その他の項目     

減価償却費及び償却費 182,218 61,767 9,862 253,848
 

 

(単位：千円)

 
調整額
(注３)

連結

売上収益   

外部顧客からの売上収益 － 7,793,903

セグメント間の売上収益 △10,254 －

計 △10,254 7,793,903

セグメント利益(△損失)(注１) 22,216 278,009

その他の収益及び費用(純額)  △72,651

営業利益  205,357

金融収益及び費用(純額)  △2,228

持分法投資損益(△損失)  5,246

税引前四半期利益  208,375

その他の項目   

減価償却費及び償却費 － 253,848
 

(注) １　セグメント利益(△損失)は、売上収益から売上原価及び販売費及び一般管理費を控除しております。

２　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、老人ホーム・介護施設の検索サ

イト「LIFULL介護」、保険ショップ検索・予約サイト「LIFULL保険相談」、引越し一括見積り・Web予約サ

イト「LIFULL引越し」、損害保険代理店事業、家具・インテリアECサイト「LIFULLインテリア」及びその他

の新規事業等が含まれております。

３　セグメント利益の調整額には、セグメント間取引の消去が含まれております。
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６. 配当金

配当は、期末配当のみ実施しております。期末配当の決定機関は株主総会であります。

配当金の総額は以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2016年４月１日　至　2016年６月30日)

決議日 株式の種類
１株当たり配当額

(円)
配当の総額
(千円)

基準日 効力発生日

2016年６月28日 普通株式 4.50 534,219 2016年３月31日 2016年６月29日
 

 

当第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日　至　2017年６月30日)

決議日 株式の種類
１株当たり配当額

(円)
配当の総額
(千円)

基準日 効力発生日

2017年６月28日 普通株式 5.66 671,929 2017年３月31日 2017年６月29日
 

 
７. 金融商品

(1) 金融商品の公正価値

①　償却原価で測定する金融商品

償却原価で測定する金融商品の公正価値は、以下のとおりであります。

(単位：千円)

 

前連結会計年度
(2017年３月31日)

当第1四半期連結会計期間
(2017年６月30日)

帳簿価額 公正価値 帳簿価額 公正価値

償却原価で測定する金融資産     

　その他の長期金融資産（注２） 708,624 704,775 717,145 713,392

償却原価で測定する金融負債     

長期借入金（注３） 1,454,222 1,454,052 1,453,453 1,455,782
 

（注）１．帳簿価額が公正価値の合理的な近似値となっている金融商品は、上表に含めておりません。

２．要約四半期連結財務諸表上の非流動資産「その他の長期金融資産」の内、敷金及び保証金を記載しており

ます。

３．１年以内の返済予定の長期借入金の残高を含んでおります。

　

上記の金融商品の公正価値の主な測定方法は、以下のとおりであります。

(a) その他の長期金融資産

その他の長期金融資産の公正価値は、用途により区分したうえで、当該区分の利用期間及び信用リスクを加

味した利率で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２に分類しております。

(b) 借入金

借入金の公正価値は、同一の残存期間で同条件の借入を行う場合に想定される金利を用いた割引キャッ

シュ・フロー法により測定しており、レベル３に分類しております。

　

②　公正価値で測定する金融商品

公正価値で測定される金融商品は、測定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、公正価値の階

層の３つのレベルに分類しています。

公正価値の階層は、以下のレベルとなっております。

レベル１―同一の資産又は負債の活発な市場における(無調整の)相場価格により測定した公正価値

レベル２―レベル１以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを使用して測定した公正価値

レベル３―観察可能でないインプットを使用して測定した公正価値

公正価値の測定に使用される公正価値の階層のレベルは、公正価値の測定の重要なインプットのうち、最も低

いレベルにより決定しております。公正価値の階層毎に分類された、要約四半期連結財政状態計算書に公正価値

で認識される金融資産及び負債は以下のとおりであります。

　

要約四半期連結財政状態計算書において、経常的に公正価値で測定される金融資産及び負債
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(単位：千円)

 
前連結会計年度(2017年３月31日)

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

金融資産     

売却可能金融資産（注２） － － 402,942 402,942

金融負債     

ヘッジ会計を適用している
デリバティブ（注２）

－ 45,080 － 45,080
 

（注）１．前連結会計年度においてレベル１，２及び３間の振替はありません。

２．売却可能金融資産は、要約四半期連結財務諸表上、非流動資産「その他の長期金融資産」に含まれており

ます。また、ヘッジ会計を適用しているデリバティブは、非流動負債「その他の長期金融負債」に含まれて

おります。

　

(単位：千円)

 
当第１四半期連結会計期間(2017年６月30日)

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

金融資産     

売却可能金融資産（注２） － － 431,034 431,034

金融負債     

ヘッジ会計を適用している
デリバティブ（注２）

－ 43,819 － 43,819
 

（注）１．当第１四半期連結会計期間においてレベル１，２及び３間の振替はありません。

２．売却可能金融資産は、要約四半期連結財務諸表上、非流動資産「その他の長期金融資産」に含まれており

ます。また、ヘッジ会計を適用しているデリバティブは、非流動負債「その他の長期金融負債」に含まれて

おります。

　

上記の金融商品の公正価値の主な測定方法は、以下のとおりであります。

(a) 売却可能金融資産

非上場普通株式は割引将来キャッシュ・フロー、収益、利益性及び純資産に基づく評価モデル及びその他の

評価方法により、公正価値を算定しており、レベル３に分類しております。

(b) ヘッジ会計を適用しているデリバティブ

ヘッジ会計を適用しているデリバティブの公正価値は取引先金融機関から入手した時価情報によっておりま

す。

　

レベル３に分類された金融商品に係る期首残高から期末残高への調整は、以下のとおりであります。

(単位：千円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2016年４月１日
至　2016年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
至　2017年６月30日)

 売却可能金融資産 売却可能金融資産

期首残高 248,715 402,942

利得及び損失合計   

損益 － △2,539

その他の包括利益 △11,708 632

取得 199,999 30,000

期末残高 437,005 431,034
 

上記の金融商品に関し、純損益に認識された損失は、要約四半期連結損益計算書の「金融費用」に含まれておりま

す。また、その他の包括利益に認識された利得及び損失は、要約四半期連結包括利益計算書の「売却可能金融資産」

又は「為替換算差額」に含まれております。

　

③　評価プロセス

レベル３に分類される資産、負債については、経営管理部門責任者により承認された評価方針及び手続に従

い、外部の評価専門家又は適切な評価担当者が評価及び評価結果の分析を実施しております。評価結果は経営管

理部門責任者によりレビューされ、承認されております。
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８. 販売費及び一般管理費

当第１四半期連結累計期間において、社名及びブランド変更に伴い大規模な広告施策を実施したことを主要因とし

て、広告宣伝費が1,029,743千円増加しております。

 
９．法人所得税

期中報告期間における当社グループの税金費用は、当社グループの期中報告期間に生じた事項を調整した見積年次

実効税率を使用して見積り計上しております。当社グループは、各四半期において、見積年次実効税率の見直しを行

い、見積年次実効税率を変更した場合には当該四半期に累積的な修正を行っております。

当第１四半期連結累計期間における実効税率は89.2％であるのに対し、前第１四半期連結累計期間における実効税

率は38.4％でありました。当該変動は、主に一部の子会社において、当第１四半期連結累計期間において、単体上税

引前損失を計上する一方、関連する税金利益を認識できなかったことにより繰延税金資産を認識していないこと、ま

た一部の海外子会社において、留保利益にかかる将来加算一時差異に対して認識している繰延税金負債金額が、為替

レートの変動により増加したことによるものであります。

 
10. 要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書の補足情報

　当第１四半期連結累計期間のキャッシュ・フローに重要な影響を与える事項は、以下のとおりであります。

　　　有形固定資産の取得による支出のうち、主なものは本社移転関連△817,956千円であります。

　　　敷金及び保証金の返還による収入のうち、主なものは本社移転関連439,578千円であります。

　　　関連会社株式の取得による支出は、RAKUTEN LIFULL STAY PTE.LTD.株式の取得（持分比率49%）によるもので

　　あります。

　　　非支配持分からの子会社持分取得による支出は、LIFULL Marketing Partners株式の取得（持分比率が60%から

　　100%に増加）によるものであります。　

 
11. １株当たり利益

親会社の所有者に帰属する１株当たり四半期利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2016年４月１日
至　2016年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
至　2017年６月30日)

親会社の所有者に帰属する四半期利益(千円) 734,049 22,030

基本的期中平均普通株式数(株) 118,715,464 118,715,367

希薄化性潜在的普通株式の影響 － －

希薄化後の期中平均普通株式数 118,715,464 118,715,367

   

親会社の所有者に帰属する１株当たり四半期利益
(円)

  

基本的１株当たり四半期利益 6.18 0.19

希薄化後１株当たり四半期利益 6.18 0.19
 

　(注)希薄化後１株当たり四半期利益は、潜在株式が存在しないため基本的１株当たり四半期利益と同額であります。

 
12. 後発事象

　該当事項はありません。

 
13. 要約四半期連結財務諸表の承認

本要約四半期連結財務諸表は、2017年８月９日に当社代表取締役社長 井上高志によって承認されております。
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２ 【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ＬＩＦＵＬＬ(E05624)

四半期報告書

22/24



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2017年８月９日

株式会社ＬＩＦＵＬＬ

取締役会  御中

　

ＰｗＣあらた有限責任監査法人
 

　
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　千 代 田　　義　　央　　 ㊞

 

　
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　水　　野　　文　　絵　　 ㊞

 

　
　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＬＩＦ

ＵＬＬの2017年４月１日から2017年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2017年４月１日から2017

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2017年４月１日から2017年６月30日まで）に係る要約四半期連結財務

諸表、すなわち、要約四半期連結財政状態計算書、要約四半期連結損益計算書、要約四半期連結包括利益計算書、要約

四半期連結持分変動計算書、要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

要約四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第93条の規定により国際会計基準

第34号「期中財務報告」に準拠して要約四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は

誤謬による重要な虚偽表示のない要約四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部

統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から要約四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準

に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の要約四半期連結財務諸表が、国際会計基準第34号「期中財務

報告」に準拠して、株式会社ＬＩＦＵＬＬ及び連結子会社の2017年６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第

１四半期連結累計期間の経営成績並びにキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

その他の事項

会社の2017年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監

査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2016年８月10日付けで無限定の結論を表明して

おり、また、当該連結財務諸表に対して2017年６月28日付けで無限定適正意見を表明している。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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